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　池田先生の実践では，生徒の主体性をとても大切にしていることがよくわかる。まずはその点に

ついて私なりに感じたことをまとめさせていただく。

　まず，「４　実践と考察」の（1）「導入の授業場面」において用意した題材と授業展開である。タ

イル並べという題材はよく目にするものであるが，「二次関数」の単元であれば，「段数とタイル

の枚数」あるいは「段数と面積」など，二次関数になる関係性を教師がはじめから指定し，取り組

ませることが多い。だが池田先生は，注目すべき関係性を指定することなく自由に要素を挙げさせ，

　「段数と高さ」や「段数と下段の長さ」など比例や一次関数の関係性も授業で扱っている。

　生徒は，示された題材に対して自由に発想を広げ，様々な観点でとらえる機会を持つことができ

たため，タイル並べについて授業を通して追究することが「自分たちの問題」として主体的に取り

組むことができただろう。

　次に注目すべきは（3）研究授業「変域」の実践と考察の場面である。二次関数で，ｘの変域に原点

を含ませた場合のｙの変域を考える問題というのは，この段階の生徒の多くが間違えるところであ

る。ここでも池田先生は生徒の主体性を尊重していることがよくわかる。正答である「０≦ｙ≦

４」と「１≦ｙ≦４」の２通りの解答が出てきた段階で生徒たちが困惑する様子は想像に難くな

い。その場面で教師が説明してしまっては教え込みになってしまうので当然避けるところであるが，

　「グラフも使って考えてみよう」といった考え方の指針くらいは指示したくなるものである。だが

池田先生はそういった指示は出さずに，生徒の様子を具にとらえ，即座にグループ活動へと移行し

ている。これは英断といえよう。その後のグループ活動の様子や全体討議で納得できないＴ男に対

して，みんなで説明する姿は，まさに生徒が主体的に取り組む関わり合い・学び合いの授業となっ

ていた。

　以上が池田先生の授業に対して私か感じた「生徒の主体性」である。特に，研究授業の中で即座

にグループ活動に移行したことを「英断」と評したが，これをいつどの授業でもすればいいという

わけでは決してない。池田先生の授業においてそれが機能したのは，普段から生徒たちに自分たち

で考える習慣を身につけさせていたからであり，さらに言えば，「自分が問題を解くことができた

らその授業は終わり」ではなく「みんなで理解し合うこと」を目的とする学習観を生徒の中に育ん

できたことが成功せしめた要因であると思う。その意味では，池田先生が解決を生徒に委ねたのは

　「英断」ではなく，日々の積み重ねからくる「ごく当たり前の判断」だったのかもしれない。

　今後も生徒が主体的に学び合う授業を進めていっていただきたい。
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